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に
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近
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天
下
茶
屋
公
園
の
謎

　

西
成
区
内
を
南
北
に
走
る
紀
州
街
道
は
、
隣
接

す
る
阿
倍
野
区
の
区
界（
境
界
）線
か
ら
２
０
０
ｍ

ほ
ど
西
を
並
走
し
て
い
る
。
そ
の
紀
州
街
道
が
松

虫
通
り
と
交
差
す
る
南
方
角
に
天
下
茶
屋
公
園
が

見
え
、
古
く
大
坂（
阪
）

－

紀
州
間
を
結
び
、
安
土

桃
山
時
代
に
は
住
吉
大
社
参
拝
途
中
の
太
閤
秀
吉

が
茶
寮
と
し
て
利
用
し
た
場
所
だ
。
現
在
は
桜
の

名
所
と
し
て
地
域
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
公
園
の
中
央
付
近
に
は
、
明
治
天
皇
顕
彰
の

大
き
な
石
碑
が
建
ち
、
そ
ば
に
は
、
真
ん
中
に
円

形
の
穴
を
持
つ
不
思
議
な
石
盤
が
置
か
れ
、「
阿
部

寺
塔
心
礎
」
と
記
さ
れ
る
掲
示
板
に
は
「
こ
の
石

は
阿
部
寺
の
塔
の
核
と
な
る
礎
石
と
考
え
ら
れ
、

当
初
は
阿
倍
野
区
松
崎
町
に
あ
っ
た
が
、
天
下
茶

屋
の
地
に
移
さ
れ
た
」
と
の
由
緒
書
き
が
あ
る
。

　

私
は
以
前
に
こ
の
不
思
議
な
石
盤
を
見
て
い
て
、

な
ぜ
阿
倍
野
に
あ
っ
た
も
の
が
こ
の
地
に
移
動
し

て
き
た
の
か
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
。
今
回
の
区

界
シ
リ
ー
ズ
を
契
機
に
、『
な
び
』
ス
タ
ッ
フ
の
安

田
君
を
伴
い
、
先
ず
原
点
と
な
る
阿
部
寺
探
し
を

は
じ
め
た
。

タ
バ
コ
屋
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス

　

庚
申
街
道
を
中
心
に
阿
倍
野
区
松
崎
町
周
辺
を

探
索
す
る
。
阿
部
寺
は
、
阿
倍
仲
麻
呂
、
安
倍
晴
明

な
ど
の
子
孫
を
持
つ
豪
族
阿
部
氏
が
、
こ
の
地
に

権
勢
の
あ
っ
た
７
世
紀
の
飛
鳥
時
代
に
建
立
し
た

と
い
う
。
天
下
茶
屋
公
園
の
表
示
板
に
「
阿
倍
野

区
松
崎
町
の
松
長
大
明
神
一
帯
に
存
在
し
た
」
と

語
ら
れ
る
も
の
の
、
松
崎
町
近
隣
の
人
た
ち
も
そ

の
寺
名
や
大
明
神
の
あ
り
か
さ
え
知
ら
ず
、
私
た

ち
の
阿
部
寺
探
し
は
迷
走
し
か
け
て
い
た
。

　

こ
の
周
辺
は
近
鉄
阿
倍
野
橋
駅
、
JR
天
王
寺
駅

に
近
く
、
マ
ン
シ
ョ
ン
群
が
ひ
し
め
き
、
私
自
身

十
代
の
頃
よ
く
通
っ
た
住
宅
景
観
か
ら
は
変
貌
し

て
い
る
。
人
の
流
出
入
、
高
齢
化
と
と
も
に
昔
な

が
ら
の
住
人
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
こ

　

地
図
帳
の
凡
例
で
は
、
市
区
町
な
ど
を

分
け
る
境
界
線
を
「
市
区
町
村
界
」
と
称

し
、
二
点
破
線（

—

‥

—

）
で
あ
ら
わ
す
。

西
成
区
は
６
つ
の
行
政
区（
大
正
・
浪
速
・

天
王
寺
・
阿
倍
野
・
住
吉
・
住
之
江
）
と
接

し
、
西
は
木
津
川
、
東
は
上
町
台
地
、
北
は

鉄
道
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
南
は
港
湾
部
に
誘
導

す
る
動
線
を
も
つ
街
で
あ
る
。『
な
び
』
創

刊
当
初
「
に
し
な
り
の
境
界
線
」
と
い
う

シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し
た
。
西
成
に
接
す
る

境
界
線
上
に
何
か
を
発
見
す
る
試
み
だ
っ

た
。
そ
し
て
あ
ら
た
め
て
境
界
シ
リ
ー
ズ

「
区
界
浄
土　

ニ
シ
ナ
リ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」を

考
え
て
み
た
。

天
王
寺
区

浪速区

阿
倍
野
区

住吉区住之江区

大
正
区

西成区

区
界
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

佐
々
木
敏
明
／
安
田
拓
也

天下茶屋公園（塔心礎）

阿部寺跡

天下茶屋公園の塔
と う し ん そ

心礎１

天下茶屋公園の塔心礎

特集
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あ
る
阿
部
寺
跡
と
推
定
さ
れ
る
。
現
在
礎
石
は
西

成
区
天
下
茶
屋
公
園
に
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、

や
っ
と
私
た
ち
の
探
索
す
る
原
点
の
地
と
礎
石
移

設
地
が
一
致
し
た
。

阿
部
寺
展
示
ス
ペ
ー
ス

　

そ
し
て
こ
の
祠
の
北
隣
に
大
規
模
な
高
層
の
i

マ
ン
シ
ョ
ン
を
発
見
す
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
マ
ン

シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
一
帯
が
、
権
勢
を
誇
る
阿

部
氏
建
立
の
阿
部
寺
の
場
所
と
確
信
。
マ
ン
シ
ョ

ン
の
管
理
人
が
、
玄
関
口
か
ら
建
屋
内
に
あ
る
小

規
模
な「
展
示
ス
ペ
ー
ス
」へ
と
案
内
し
て
く
れ
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
１
階
の
ひ
と
隅
に
は
周
辺
で
発
掘
さ

れ
た
瓦
や
土
師
器
、
青
磁
碗
、
白
磁
碗
な
ど
の
出

土
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
住
宅
開
発
の
直
前
に

古
代
寺
院
や
文
物
が
発
見
さ
れ
、
自
社
物
件
内
に

展
示
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
資
料
と
な
る
チ

ラ
シ
を
受
け
と
る
と
、
想
像
し
て
い
た
通
り
、
遺

跡
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い

た
。

　

そ
の
内
容
を
概
略
す
る
と
、
発
掘
場
所
＝
i
マ

ン
シ
ョ
ン
。
発
掘
年
月
＝
1
9
9
9（
平
成
11
）年

6
月
～
2
0
0
1（
平
成
13
）年
3
月
。
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
時
、
現
場
地
下
よ
り
発
掘
。
発
掘
物
品
＝

で
、
当
該
町
内
に
長
く
定
住
す
る
米
屋
・
酒
屋
な

ど
、
近
隣
事
情
に
明
る
い
業
者
を
探
し
は
じ
め
た
。

そ
ん
な
時
、
記
憶
に
残
る
タ
バ
コ
屋
さ
ん
を
発
見

し
た
。
何
か
を
教
え
て
く
れ
そ
う
な
予
感
が
し
た
。

店
番
の
奥
さ
ん
は
こ
の
地
に
70
年
在
住
し
て
い
る

が
、
阿
部
寺
と
い
う
名
も
遺
跡
発
掘
調
査
も
知
ら

な
い
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
面
白
い
話
を
聞
い
た
。

　
「
近
隣
に
旧
華
族
だ
っ
た
と
い
う
人
が
住
み
、
何

か
の
事
情
で
そ
の
土
地
を
不
動
産
会
社
に
譲
渡
し

た
。
そ
の
こ
ろ
i
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
計
画
が
あ

り
、
近
所
の
人
か
ら″
こ
ん
な
お
地
蔵
さ
ん
を
建
築

現
場
み
た
い
な
場
所
か
ら
拾
っ
て
き
た
。
ど
う
し

よ
う
〟と
い
う
相
談
が
あ
り
、
町
内
で
供
養
す
る
こ

と
に
決
ま
り
、
私
の
家
の
隣
に
お
祀
り
し
た
。
数

年
前
ま
で
は
地
蔵
尊
の
祭
り
で
賑
わ
っ
た
。
よ
か
っ

た
ら
見
て
行
っ
て
」
と
勧
め
ら
れ
拝
観
し
た
。
目

鼻
の
凹
凸
も
わ
か
ら
な
い
30
～
40
セ
ン
チ
程
度
の

仏
ら
し
き
石
像
が
鎮
座
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

松
長
大
明
神
発
見
！

　

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
旧
華
族
邸
跡
地（
i
マ
ン
シ
ョ

ン
立
地
）が
、
私
た
ち
の
探
す
阿
部
寺
遺
跡
の
エ
リ

ア
で
は
と
想
像
し
た
の
だ
っ
た
。
お
そ
ら
く
マ
ン

シ
ョ
ン
計
画
が
始
ま
る
前
に
、
阿
部
寺
の
大
規
模

瓦
類（
蓮
華
文
軒
丸
瓦
／
７
世
紀
後
半
・
飛
鳥
時

代
）な
ど
7
点
。
そ
の
他（
瓦
質
香
炉
／
15
世
紀
・

室
町
時
代
）な
ど
4
点
。
輸
入
磁
器（
青
磁
碗
／
15

世
紀
・
室
町
時
代
）な
ど
4
点
で
、
こ
れ
ら
は
展
示

ス
ペ
ー
ス
で
見
ら
れ
る
。
発
掘
調
査
で
7
世
紀
後

半
か
ら
末
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
る
阿
部

寺
も
、そ
の
後
16
世
紀
前
半
頃
に
は
消
滅
し
て
い
っ

た
。
そ
し
て
阿
部
寺
の
礎
石
が
、
天
下
茶
屋
公
園

に
い
つ
、
ど
う
し
て
移
転
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
は

ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

塔
心
礎
が
な
ぜ

天
下
茶
屋
へ
？

　

こ
れ
ま
で
の
塔
心
礎
調
査
の
動
向
を
調
べ
る
。

ウ
ラ
付
け
捜
査
だ
。
明
山
大
華
と
い
う
学
者
が「
住

吉
区
天
王
寺
町
常
盤
通（
現
阿
倍
野
区
松
崎
町
）

に
方
形
の
高
地
あ
り
、
老
松
の
下
に
礎
石
あ
り
」

と
し
て
、
塔
心
礎
が
阿
倍
野
に
あ
っ
た
こ
と
を
記

録
し
て
い
る（『
考
古
学
雑
誌
』
第
23
巻
1
号
／

1
9
3
3（
昭
和
８
）
年
）。
1
9
4
9
年
に
は
林

野
全
考
が
実
地
調
査
を
行
い
、
戦
前
、
田
中
茂
久

の
調
査
で
も
礎
石
が
確
認
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る

（『
新
修
大
阪
市
史
』／
資
料
編
･
第
1
巻
）。

　

そ
し
て
1
9
9
8（
平
成
10
）年
、
1
9
9
9
年

発
掘
調
査
で
も
、
塔
心
礎
の
位
置
確
認
に
関
す
る

報
告
が
あ
っ
た（『
大
阪
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
報
告
』
／
2
0
0
1
年
）。
戦
後
、
塔
心
礎
を
所

有
し
て
い
た
高
津
久
右
衛
門
氏
が
、
天
下
茶
屋
に

あ
っ
た
高
津
邸
を
大
阪
市
に
寄
付
し
、
そ
の
ま
ま

天
下
茶
屋
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
と
い
う
説
も

あ
る
。
阿
倍
野
と
西
成
の
区
界
線
上
に
起
き
た
ミ

ス
テ
リ
で
あ
る
塔
心
礎
の
項
は
、
こ
の
時
点
で
残

念
な
が
ら
未
完
と
お
伝
え
し
て
お
き
た
い
。

文
責
／
佐
々
木
敏
明

な
遺
跡
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
の
だ
。
お
地
蔵
さ

ん
は
そ
の
時
に
出
土
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
i
マ
ン
シ
ョ
ン
が
何
か
教
え
て
く
れ
る
か
も
」
と

い
う
奥
さ
ん
の
助
言
で
、
私
た
ち
は
当
マ
ン
シ
ョ

ン
に
急
い
だ
。
そ
の
道
す
が
ら
安
田
君
が
天
下
茶

屋
公
園
の
表
示
板
に
い
う
松
長
大
明
神
を
発
見
し

た
の
だ
！ 

猫
の
額
ほ
ど
の
狭
い
敷
地
内
に
小
さ

な
鳥
居
が
建
ち
、
見
逃
し
て
し
ま
い
そ
う
な
祠ほ

こ
ら

だ
っ

た
。「
阿
部
寺
推
定
地
」
と
い
う
石
碑
に
は
「
こ
の

辺
り
か
ら
塔
心
礎
と
考
え
ら
れ
る
礎
石
と
白
鳳
～

平
安
時
代
の
瓦
が
発
見
さ
れ
、
阿
部
氏
の
氏
寺
で

松長大明神（阿部寺跡推定地碑） 松崎町の地蔵尊

阿倍野塔心礎の実測図（新修大阪市史 / 資料編から）

松崎町 i マンション展示
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今
回
は
南
津
守
で
活
動
し
て
い
る
少
年
野
球

チ
ー
ム「
南
津
守
タ
イ
ガ
ー
」を
紹
介
し
ま
す
。な

ん
と
今
年
で
結
成
42
年
を
向
か
え
る
伝
統
の
あ
る

チ
ー
ム
で
、結
成
当
初
は
玉
出
で「
玉
出
タ
イ
ガ
ー
」

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
に
南
津

守
の
子
ど
も
が
多
く
、ま
た
主
に
利
用
す
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
南
津
守
に
あ
る
の
で
、現
在
の
名
称
で

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。チ
ー
ム
を
指
導
し
て
16
年

の
北
山
代
表
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

近
畿
大
会
に
進
出
！

　

少
子
化
や
サ
ッ
カ
ー
人
気
の
影
響
で
、少
年
野

球
に
参
加
す
る
子
ど
も
は
減
少
傾
向
。以
前
は
西

成
区
内
で
も
た
く
さ
ん
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
あ

り
ま
し
た
が
、現
在
で
は
３
チ
ー
ム
程
度
に
ま
で

減
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。南
津
守
タ
イ
ガ
ー

で
も
十
数
年
前
に
メ
ン
バ
ー
が
３
名
と
い
っ
た
時

期
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、現
在
の
メ
ン
バ
ー
は

小
学
校
1
〜
6
年
生
で
64
名
で
す
。南
津
守
、天
下

茶
屋
、橘
と
い
っ
た
西
成
区
内
に
住
ん
で
い
る
子

ど
も
が
半
分
以
上
で
す
が
、住
之
江
区
、大
正
区
か

ら
通
う
子
ど
も
も
い
る
そ
う
で
す
。そ
の
う
ち
女

子
も
６
名
い
ま
す
。

　
今
年
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
大
会
で
は
、市
内・

府
内
を
勝
ち
上
が
り
大
阪
府
代
表
と
し
て
近
畿
大

会
に
進
出
し
ま
し
た
。近
畿
大
会
で
は
残
念
な
が

ら
初
戦
で
和
歌
山
代
表
に
敗
退
し
た
そ
う
で
す
。

少
年
野
球
で
は
、所
属
組
織
別
や
学
年
別
な
ど
で

年
に
30
回
以
上
の
大
会
が
あ
る
そ
う
で
す
。話
を

伺
っ
た
当
日
も
５
年
生
の
18
名
は
大
会
に
出
場
中

で
不
在
で
し
た
。

憧
れ
の
エ
メ
ラ
ル
ド

　
南
津
守
タ
イ
ガ
ー
で
は
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
学
年
ご

と
に
３
種
類
あ
り
ま
す
。６
年
生
が
エ
メ
ラ
ル
ド
、

４
〜
５
年
生
が
濃
紺
、１
〜
３
年
生
が
白
で
す
。実

力
次
第
で
は
、下
級
生
で
も
上
級
生
の
ユ
ニ
ホ
ー

ム
を
着
て
上
級
生
の
大
会
に
も
参
加
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。下
級
生
は
上
級
生
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を

着
る
こ
と
に
憧
れ
る
の
で
、自
然
に
競
争
心
と
や

る
気
が
生
ま
れ
る
そ
う
で
す
。こ
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム

は
チ
ー
ム
か
ら
の
支
給
で
す
が
、バ
ッ
ト
と
グ
ロ
ー

ブ
は
自
分
で
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。野
球

は
道
具
に
お
金
が
掛
か
る
の
で
、チ
ー
ム
内
で
使

い
回
し
で
き
る
も
の
は
積
極
的
に
利
用
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

親
の
関
わ
り
は
？

　

前
回
に
紹
介
し
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
同
じ
く
、

子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
は
、親
の
参
加
を
強

く
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。我
が

家
で
も
親
の
参
加
が
必
須
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

特
に
子
ど
も
に
任
意
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
参
加

を
勧
め
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、南
津
守

タ
イ
ガ
ー
で
は
親
の
参
加
は
必
要
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。親
は
学
年
ご
と
に
持
ち
回
り
で
ジ
ャ
グ（
大
型

飲
料
ボ
ト
ル
）を
準
備
し
ま
す
が
、そ
れ
も
子
ど
も

た
ち
が
自
転
車
の
後
ろ
カ
ゴ
に
積
ん
で
持
参
し
て

い
ま
し
た
。ま
た
、チ
ー
ム
の
Ｏ
Ｂ
や
希
望
者
が
面

接
を
経
て
練
習
の
指
導
者
に
な
る
の
で
、練
習
に

親
が
参
加
す
る
こ
と
も
な
い
よ
う
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
て
く
れ
た
り
、

仲
間
と
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
見
た
り
す

る
と
、ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
面
で
も
得
ら
れ
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

レ
ポ
ー
ト : 

沖
田
一
志

寺
嶋
公
典

子
育
て
に
取
り
組
む
人
・
団
体
・
施

設
を
紹
介
し
て
、
子
ど
も
を
支
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て

い
き
ま
す
！

[ 沖田一志 ] オフィス 2007 のサポート期間が今年
10 月 10 日に終了します。古いエクセルやワード
をお使いの方は確認してみてください。即危険とは
言いません。そろそろ更新を考えた方が良いかも。

[飯島照喜]酒が弱くなり、体力が衰えてきた、秋の
気配が高まるとともに…。何とか、気力だけはと、
奮い立たせる今日この頃だ。

六
年
生
は
エ
メ
ラ
ル
ド
！ 

南
津
守
タ
イ
ガ
ー

第５回

全員揃って（5年生は大会出場のため欠席）（上）ヘルメットの列 （下）西淀川ヨドコウ大会で優勝(5年生) 練習風景

[ 佐々木敏明 ]  
避暑もなく一所不在の宿に住み
狂奏する蝉のむくろの少なさよ

練
習
日 

• 

平
日
：
火
水
木
金　

休
日
：
土
日
祝

部
費 

• 

１
〜
３
年
生
：
1
5
0
0
円

　
　
　

  

４
〜
６
年
生
：
4
0
0
0
円

活
動
場
所 

• 

玉
出
中
学
校
、南
津
守
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ   

　
　
　
　
　

  

広
場
、西
成
公
園
な
ど

問
い
合
わ
せ 

• 

0
9
0 - 
6
9
7
8 - 
9
2
6
2 

北
山
ま
で
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　仕事で疲れたとき、なんとなく落ち込んだとき、
楽しいことがあったとき、仲間と話がしたいなと、
お酒を飲みたいと思った時、自ずと足が向くのが
café ＆ bar　Charge。「酒」と「小粋なトーク」で
おもてなしをするバー、酒場である。「ＭＡＬＦＹは
イタリア産。ジェニバ－は控えめでレモンのような
風味。「六」は最近注目のクラフトジン、桜や山椒な
ど日本ならではのボタニカルが六種類、ビリっとパ

ンチのある人気のジン」
「すっきりしない天気が、
続きますね。そこでこん
なスカッとした青いカク
テル、ターコイズブルー
はいかがでしょう」と、
フェイスブックに発信す

る店主の粟津浩さん、酒と人をこよなく愛すバーテ
ンダーである。
　「café ＆ bar　Charge」は一般社団法人エル・
チャレンジが経営。９月からは昼も就労継続 B 型
事業所としてレストランの営業を開始、いわば二毛

作の飲食店である。「障が
い者が仕事帰りに立ち寄れ
るように」と午後４時開店
という早さがこの店の特徴
であり意義である。仕事場
と家との往復で 1 日を過
ごしがちな障がい者にとっ
て、明日の活力を養う、ま
さに店名Charge にふさわしい“サードプレイス”。
思いや悩みを自由に語って相談もできるし、こうし
たつぶやきが次の支援に結び付くことだってある
はず。 “ 他の店とはちがって、ここなら気を使うこ
となく安心して飲める ”（粟津さん）。酒の提供がタ
ブー視されることへの挑戦ともいえる、話題のバー
である。

café ＆ bar Charge
場所：大阪市中央区内淡路町 1-3-11
電話：06-6450-6764
営業時間：Cafetime 11:30 ～ 15:00
　　　　　Bar time 16:00 ～ 23:00 
　　　　　Close 土・日・祝日

意外と好評を博していたらしい完全主観のグルメ記事、飯ュ
ラン。隔月連載で復活しました。西成から解き放たれ、お気
に入りの『食』にまつわる店、人などをご紹介します。

[ 田岡秀朋 ]  星野リゾートに隣接する馬淵生活館の売却
先が10月末に決まる。保育所併設の自立支援型一時宿泊
施設だったけど、今はまるで軍艦島。まちづくり要素を組
み入れたプロポ方式とはいえ、またホテルができるのかな？

お
ん

ハ
ナ
レ
バ
ナ
レ
に
な
っ
た
人
と
ま
ち
。

く
ら
し
の
窓
か
ら
、紡
ぐ
ヒ
ン
ト
を
探
し
て
み
る
。

[ 谷口円 ] 本冊子でも何度か取り上げた西成製靴
塾が、卒業生を集めて「靴職人の手仕事展」を開
催します。10 月 18 ～ 24 日、阪急うめだ本店
10 階にて。靴好きにはたまらないイベント！

[ 安田拓也 ] 長く冷戦状態だった妹が９月の最後
にギターを弾きに楽塾に来てくれることになっ
た。戦争になるのも、元に戻るのも、なんのこっ
ちゃないのがきっかけ。と簡単には行かないか。

[ 西田吉志 ] ゆ～とあいの会員さんと一緒にタコ
釣りに行ってきた。魚釣りは昔から好きでよく
行ってたが、タコは初めて。ボウズは嫌だと執念
で１匹ゲット！ そして美味しくいただきました。

阪田宗治（さかたそうじ）さん
　「生涯現役」がモットーの阪田さん。時に
は地域機関誌の配達員、時には警備員、時に
は除草作業などバリバリに仕事をしている。
趣味は大型バイクに乗ること。すこし前まで
はハーレーで全国をツーリングしていたみ
たいで、今でも日常生活に欠かせないバイク。
他人とのつながりは色々な事を教えてもら
らえる。だからこれからも仕事を続けて色々
な人と関わっていきたいそうです。

１５軒目
café＆bar
Charge

『
』

　
　

娘
さ
ん
の
車
を
ず
っ
と
見
送
っ
て
い
る
八
十
す
ぎ
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
後
ろ
姿
を
み
た
。

　

長
ら
く
夫
婦
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
て
い
た
が
、認
知
症
が
酷
く
な
っ

た
旦
那
さ
ん
は
月
の
半
分
を
老
人
ホ
ー
ム
で
過
ご
す
。残
り
の
半
分
は
、

少
し
で
も
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
と
、家
に
帰
っ
て
き
て
共
に
連
れ
添
う
。

「
わ
が
ま
ま
や
ね
ん
け
ど
ね
。
認
知
症
が
す
ご
く
良
く
な
っ
て
。」と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
。

　

最
近
、そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ひ
と
月
の
入
院
か
ら
帰
っ
て
来
た
。

治
療
の
副
作
用
や
自
転
車
で
こ
け
て
杖
を
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
弱
気

に
な
っ
て
い
た
。「
２
階
に
上
が
る
の
が
大
変
な
ん
よ
。で
も
大
家
さ
ん

が
良
く
し
て
く
れ
る
し
、ほ
ん
ま
に
ダ
メ
に
な
っ
た
ら
出
よ
う
と
思
う
。

あ
の
と
き
ウ
チ
の
人
を
拾
っ
て
も
ら
っ
た
の
を
、後
ろ
足
で
砂
か
け
る

よ
う
な
真
似
は
で
き
へ
ん
。だ
か
ら
私
も
娘
の
車
で
病
院
通
っ
て
、先

ず
は
歩
け
る
よ
う
に
な
ら
な
」。
娘
さ
ん
に
会
う
日
は
綺
麗
に
お
め
か

し
す
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

　
「
い
た
た
た
」と
足
を
さ
す
り
歩

む
そ
の
後
ろ
姿
は
、は
か
な
く
て

力
強
く
て
。

（
安
田
拓
也
）

寄り添う2軒の家
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い
ま
、ち
ょ
っ
と
し
た
話
題
に
な
っ

て
い
る
大
阪
市
大
に
よ
る
大
阪
市
生
活

保
護
者
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析（
以
下「
市

大
調
査
」と
略
す
）報
告
書
を
見
な
が
ら
、

ボ
ク
は
、
27
年
前
の「
1
9
9
0
年
西

成
地
区
生
活
白
書
」（
以
下「
90
年
白
書
」

と
略
す
）を
編
集
し
た
記
憶
を
重
ね
合

わ
せ
た
。
元
々
は
、
大
阪
府
に
よ
る
同

和
地
区
実
態
調
査
で
、
分
析
も
大
阪
府

が
や
っ
て
く
れ
た
の
だ
が
、ボ
ク
達
は

そ
れ
に
満
足
で
き
ず
、西
成
地
区
分
を

抜
き
出
し
、憑
か
れ
た
よ
う
に
無
謀
な

作
業
に
相
当
な
時
間
を
費
や
し
た
。
そ

の
訳
は
、
当
時
、
同
和
対
策
と
い
う
手

法
に
行
き
詰
ま
り
感
を
覚
え
、「
老
朽

密
集
市
街
地
再
開
発
」と
い
う
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ（
も
う
一
つ
の
）を
温
め
、そ

の
進
路
を
確
か
め
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
だ
っ
た
。

　

そ
の
無
謀
な
作
業
で
ボ
ク
達
が
探
り

当
て
た「
定
住
性
の
高
い
は
ず
の
同
和

地
区
人
口
の
２
割
が
流
出
入
す
る
現

象
」
と「
同
和
住
宅
や
老
朽
賃
貸
住
宅

を
舞
台
に
し
た
貧
困
と
困
難
の
一
方
通

行
現
象
」
は
、
後
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
随
分
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ

は
、
市
大
調
査
の「
福
祉
マ
グ
ネ
ッ
ト

と
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
仮
説
」に
も
通
底
し

て
い
る
。
学
問
的
仮
説
の
持
ち
合
わ
せ

な
ど
な
か
っ
た
が
、ボ
ク
達
の
調
査
へ

の
反
応
は
早
か
っ
た
。
松
岡
徹
さ
ん（
当

時
市
会
議
員
）は
、同
和
住
宅
で
の「
事

故（
不
正
）入
居
」を
住
民
自
ら
検
証
是

正
し
、応
能
応
益
家
賃
ま
で
提
案
し
た
。

一
方
で
、
老
朽
賃
貸
住
宅
の
共
同
建
替

事
業
を
発
案
、全
国
で
初
め
て
の
家
賃

助
成
制
度
を
国
に
働
き
か
け
た
。
住
宅

改
良
事
業
の
継
続
事
業
へ
の
住
民
参
加

も
発
案
し
た
。
そ
し
て
、ボ
ク
達
は
、高

齢
者
、障
害
者
、母
子
父
子
家
庭
、在
日

コ
リ
ア
ン
、失
業
者
、健
康
等
々
、立
て

続
け
に
住
民
独
自
の
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
一
方
で
、在
宅
介
護
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
毎
日
型
配
食
サ
ー
ビ
ス
、障

害
者
の
就
労
支
援
事
業
、
高
齢
者
生
き

が
い
労
働
事
業
団
、
自
立
就
労
支
援
事

業（
後
の
大
阪
府
地
域
就
労
支
援
事
業

の
原
型
）等
の
住
民
主
導
の
新
規
事
業

を
次
々
と
実
践
し
て
い
っ
た
。

　

市
大
調
査
は
、半
年
を
区
切
り
に
し

た
福
祉（
生
活
保
護
）マ
グ
ネ
ッ
ト（
引

き
寄
せ
）機
能
率
を
、男
性
で
19
・
8
％
、

女
性
で
10
・
6
％
と
数
値
化
し
、同
時
に
、

良
く
も
悪
く
も
受
給
期
間
は
短
く
、そ

れ
だ
け
の
人
々
が
大
阪
市
の
福
祉
を
舞

台
に「
往
還
し
て
い
る
」
と
報
告
し
て

い
る
。
ま
た
、2
0
1
0
年
に
激
増
し

た
生
活
保
護
の「
そ
の
他
世
帯（
高
齢
者
、

障
害
者
、傷
病
者
、母
子
家
庭
で
な
い
）」

へ
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン（
福
祉
か
ら
就
労

へ
）機
能
率
は
、「
単
身
そ
の
他
」で
20
・

1
％
で
、平
野
区
41
・
9
％
、東
淀
川
区

39
・
1
％
な
ど
地
域
差
も
顕
著
だ
が
、

効
果
を
確
信
す
る
ま
で
の
結
果
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。

　

ボ
ク
は
、90
年
白
書
の
同
和
住
宅
と

賃
貸
住
宅
を
福
祉（
生
活
保
護
）に
置
き

換
え
、数
値
化
さ
れ
に
く
い
往
還
す
る

人
々
の「
貧
困
を
包
含
す
る
困
難
」と
、

そ
れ
で
も
、西
成
地
区
で
障
害
者
や
在

日
コ
リ
ア
ン
等
を
少
な
か
ら
ず「
定
住

化
」に
導
い
た「
ま
ち
づ
く
り（
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
な
福
祉
や
新
し
い
互
助
）」

の
あ
れ
こ
れ
を
想
像
し
た
。
そ
し
て
、

大
都
市
の
密
集
市
街
地
問
題
に
ヒ
ッ
ト

し
な
が
ら
、そ
の
後
の
ま
ち
づ
く
り
が

ラ
セ
ン
階
段
だ
っ
た
こ
と
を
省
み
た
。

ボ
ク
が
、
い
ま
、
総
合
区
分
権
等
大
都

市
制
度
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
理

由
に
、そ
ん
な
振
り
返
り
が
あ
る
。

市
大
調
査
と
ボ
ク
達
の
90
年
白
書

㈱ナイス代表取締役 
冨田一幸

人間のしあわせ、福祉のあり方、そ
して新しい社会の結びつきを求め
て、これからも ｢いい湯かげん｣ の
テーマ探しに出かけます。

[ 山村裕太 ] とある取り組みに参加すると必ず運
のないことがおこる。今回は自転車盗難＋車のド
アで頭をぶつけて流血。しかし、ギャンブル運は
良くなる。不思議。

[ 若松司 ] 編集部で『なび』のフェイスブックを
つくってみた。Web 上に『なび』を載せること
にあまり肯定的ではなかったが、「投稿してみた
ろうかな」と思い始めているのが不思議。

マナビバは毎週火・木曜日の１０:００～１６:００、ゆ～とあい２階でオープンしています。　
電話：06-6561-8801　Mail：info2@human-ref.jp

「まずは、おいでよ。」ゆ～とあいには中学を卒業してから進路を一緒に考える場所と時間があり
ます。そんな“フリースペース マナビバ！”の徒然な日常をお伝えします。

外
出
先

　
先
日
マ
ナ
ビ
バ
に
保
護
者
の
方
が
一
人

で
相
談
に
来
ら
れ
た
。二
十
歳
に
な
る
お

子
さ
ん
が
家
に
ず
っ
と
こ
も
り
っ
き
り
で

全
く
外
出
し
な
い
。お
ま
け
に
完
全
に
昼

夜
逆
転
の
生
活
。朝
方
に
寝
て
、昼
ご
ろ
一

度
食
事
す
る
が
ま
た
寝
る
。夕
方
起
き
て

く
る
。パ
ソ
コ
ン
を
何
時
間
も
ず
っ
と
い

じ
っ
て
い
る
。か
な
り
深
刻
な
状
況
だ
。し

か
し
お
母
さ
ん
は
、﹁
こ
の
子
だ
け
一
人
生

活
サ
イ
ク
ル
が
違
う
ん
で
す
よ
﹂と
明
る

く
お
っ
し
ゃ
る
。

　
私
は
少
し
ホ
ッ
と
す
る
。つ
い
、目
く
じ

ら
を
た
て
て
無
理
や
り
起
こ
そ
う
と
し
た

り
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
続
け
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
て
し
ま
う
。よ
く
あ
る
パ
タ
ー

ン
だ
。し
か
し
相
談
に
来
ら
れ
た
お
母
さ

ん
は
、子
ど
も
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
。た
だ
親
と
し
て
は
、な
ん
と
か
外

出
し
て
欲
し
い
気
持
ち
も
あ
る
。そ
の
外

出
先
の
候
補
の
一
つ
と
し
て
マ
ナ
ビ
バ
に

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
。あ
り
が
た
い

こ
と
だ
。

　
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス﹁
マ
ナ
ビ
バ
！
﹂は
３

年
目
を
迎
え
た
が
、ま
だ
ま
だ
世
間
の
認

知
は
十
分
で
な
い
。し
か
し
、こ
う
い
っ
た

ケ
ー
ス
で
何
か
の
役
に
立
て
る
可
能
性
が

あ
り
、居
場
所
と
し
て
の
存
在
意
義
は
あ

る
。本
人
の
趣
味
や
関
心
を
お
聞
き
し
た
。

い
く
ら
聞
い
て
も
ほ
と
ん
ど
家
の
中
で
解

決
し
て
し
ま
う
。外
出
の
き
っ
か
け
を
見

つ
け
る
の
が
困
難
な
ケ
ー
ス
に
苦
慮
す
る
。

と
り
あ
え
ず
お
母
さ
ん
と
定
期
的
に
連
絡

を
と
る
こ
と
、月
刊﹁
マ
ナ
ビ
バ
通
信
﹂を
郵

送
す
る
こ
と
な
ど
を
お
話
し
し
た
。マ
ナ

ビ
バ
の
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
が
本
人
と
知
り

合
い
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
だ
け
が
一
縷

の
望
み
だ
。な
ん
と
か
外
出
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
思
う
。　
　
文
責

：

阪
井
　
茂

にしなり隣保館の館長が日々の出来事
について胸のうちで皮算用しているこ
とを語っていくよ。

　西成区政会議の「教育部会」に関連して文部科学省の事業を調べて

いた。西成区の子育て支援部会は大阪市教育委員会にスクールソー

シャルワーカー（ＳＳＷ）の配置増員を求めており、文科省でも中学校

へのＳＳＷの全国配置を目標にしているようだ。また、西成区が「子ど

も学びサポート事業」をモデル実施し成果を上げている一方で、文科

省の「家庭教育支援事業」も継続実施が見込まれる。これら国の施策は

面白いし、私たちの考えと一致するように思う。

　こうした一致は追い風になるかと思いきや、大阪市からは満足のい

く回答を得られていない。地方公共団体の担当部局はうまく機能し

ないようだ。現場を抱えている区の担当者にはある種のもどかしさ

があるではないか？ 区の担当者や私たちは現場のための事業や制度

を考えている。だからこそ、市や区の皆さんともっと普通に話し合っ

て政策を作れればなぁ、と最近よく思うのである。　　  　（寺本良弘）

号外 通信
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私
の
座
右
の
銘
の
一
つ
に「
出

会
い
が
人
を
育
て
、別
れ
が
人
を

深
め
て
い
く
」が
あ
り
ま
す
。若
い

こ
ろ
の
あ
る
日
、昼
過
ぎ
に
月
参

り
に
行
き
ま
す
と
、そ
の
家
の
ご

婦
人
が
、朝
に
お
供
え
し
た
お
仏

飯
を
茶
漬
け
に
し
て
、幸
せ
そ
う

に
食
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。言
葉

に
で
き
な
い
美
し
い
お
姿
で
し
た
。

食
べ
て
い
る
お
姿
か
ら
仏
様
を
大

切
に
し
て
い
る「
心
」が
見
え
た
の

で
す
。「
心
」次
第
で
、お
茶
漬
け
一
杯
が
、ど
ん
な
高
価
な

食
材
よ
り
も
、貴
い
お
食
事
に
な
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
に
育
て
て
い
た
だ
い
て
、今
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
出
会
い
の
数
と
同
じ
だ
け
悲
し
い
別
れ
が
や
っ
て

き
ま
す
。そ
れ
で
も
、別
れ
て
、初
め
て
分
か
る
世
界
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。私
は
二
年
前
に
父
と
別
れ
ま
し

た
。父
の
存
命
中
は
、自
分
が
一
生
懸
命
努
力
し
た
か
ら
今

の
私
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。大
き
な
間
違
い
で
す
。

父
が
温
か
く
見
守
っ
て
い
て
く
れ
た
お
陰
で
、ど
う
に
か

や
っ
て
来
ら
れ
た
の
で
す
。父
の
生
前
に「
あ
り
が
と
う
」

と
言
え
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
お
り
ま
す
。こ
ん
な

思
い
は
二
度
と
し
た
く
な
い
の
で
、「
強
く
、正
し
く
、優
し

く
」生
き
て
い
き
ま
す
。こ
れ
は
父
が
命
と
引
き
換
え
に
残

し
て
く
れ
た「
宝
」で
す
。　　

 　
　
　
　

松
向
寺　

通
法

８月26日、にしなり隣保館で竹井正和さん（56歳、北津守小
学校・鶴見橋中学校卒）の講演会が行われた。竹井さんは高校
卒業後、紆余曲折を経て出版の世界に入り自ら会社を立ち上
げ、テレビに取り上げられるほど有名になった（講演会がある
まで知りませんでした）が、たくさん差別を受けてきた。しかし、
「お前は部落なんか？」と言われた時、「それは差別発言やろ！」
と怒るでもなく、無視するでもなく、腸

はらわた

を煮えくり返らせなが
らも極めてフラットに「そうやけど、だからどうしたん？」と
聞き返し、部落のことをいろいろ言われても「部落（出身者）で
もそうでなくても悪い奴は悪いし、いい奴はいい奴。そんなこ
と言うやつはカスや！」と答えてきたという。差別を受けた時
の対応が個人任せになってしまっている現状、「差別とどんな
風に闘えばいいのかわからない」、「言われっぱなしは嫌だ」と
いう人には効果的だと感じた。

にしなり隣保館「スマイル ゆ～とあい」は、地域コミュニ
ティ全体が抱える課題の解決をめざす民設民営の福祉施設
です。日々悩んでおられる困りごとはありませんか？お悩
み解決のためにできることをいっしょに探しましょう。

隣保館などで事業を行う中で感
じたことをつぶやいて、西成の
まちづくりに役立てていきます！まちづくりに役立てていきます！

なび編集長 寺嶋公
典

地域の縁を心でつなぐ
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